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Effects of Edaravone on Hippocampal
Antioxidants in EL Mice
（J Nippon Med Sch 2016; 83: 100―106）

エダラボン投与がELマウスの海馬内抗酸化物質に及ぼ

す影響
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背景および目的：近年，てんかん発作における脳内酸化
ストレスの関与が注目されている．そこで，本研究ではて
んかんモデルミュータントマウスであるELマウスを用い
て，フリーラジカル消去剤であるエダラボンの抗てんかん
作用について検討した．
方法：90 日齢の EL雄マウスに 7日間エダラボンを連
続腹腔内投与した．エダラボン投与群および非投与群に分
け，海馬組織における還元型グルタチオン（GSH）および
酸化型グルタチオン（GSSG），スーパーオキシドディスム
ターゼ（Cu/Zn-SOD，EC-SODおよびMn-SOD）を測定
した．また，エダラボン投与後のてんかん発作の強度およ
び脳波（EEG）を測定した．
結果および考察：エダラボン投与群における海馬GSSG
値は非投与群に比べ減少し，GSH/GSSG 比，Cu/Zn-SOD
活性およびEC-SOD活性についてはエダラボン投与群で
増加していた．これらの結果は，エダラボンが脳内の酸化
ストレス環境を改善したことを意味する．さらに，エダラ
ボン投与後のてんかん性異常突発波の持続時間は短縮し，
また臨床的にてんかん発作の抑制が認められた．
ELマウスにおいて，てんかん発作を獲得する過程に
は，グルタミン酸トランスポーターの酸化による機能障害
が原因のひとつと考えられている．本研究よりELマウス
の海馬組織では，エダラボンによる酸化ストレス環境の改

善が認められており，またEEGの変化から神経細胞の興
奮性の低下が認められている．したがって，エダラボンの
ラジカル消去能により脳内レドックスバランスが改善され
たことで，グルタミン酸トランスポーターの機能が回復
し，神経伝達物質を調節したと考えられる．
結語：本研究では，ELマウスに対するエダラボン投与

は脳内レドックスバランスを改善し，てんかん発作を抑制
することを示した．このことから，エダラボンは新規抗て
んかん薬として利用できる可能性がある．

Invention of Two Instruments Fitted with
SECUREA™ Useful for Laparoscopic Liver
Resection
（J Nippon Med Sch 2016; 83: 107―112）

腹腔鏡下肝切除術に有用なSECUREA™を加工装着し

た器具の開発
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本邦における腹腔鏡下肝切除術（LLR）は，2010 年に
肝部分切除術，外側区域切除術が保険収載されてから，技
術と手術器具の革新により一般化した．安全かつ確実な
LLRには，愛護的かつ力強い臓器把持による安定した術
野展開，出血点の素早い圧迫止血などが重要となる．今回，
われわれは，当科で開発された腹腔鏡用スポンジスペー
サーである SECUREA™を分割するなどの簡単な加工を
加え装着した 2つの器具を開発した．一つは半切した
SECUREA™を鉗子に装着した器具であり，愛護的かつ力
強い臓器把持が可能であり，LLRにおいても“Move the
ground technique”が可能となる．他方は，SECUREA™
を吸引管に装着した器具であり，吸引詰まりのないスムー
ズな吸引と圧迫止血が可能となる．これらの器具は，LLR
だけでなく，どの種類の腹腔鏡手術にも使用が可能であ
り，特に，経験の少ない外科医にでも安全，確実に使用で
きるため，手術の安全性が担保されうる．
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Treatment for Trochanteric Fracture of the
Femur with Short Femoral Nail: A Comparison
between the Asian Intramedullary Hip Screw
(IMHS) and the Conventional IMHS
（J Nippon Med Sch 2016; 83: 113―117）

大腿骨転子部骨折に対する short femoral nail による治

療：Asian intramedullary hip screw と 従 来 型

intramedullary hip screw の比較
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著者らは大腿骨転子部骨折の治療に，通常 short femoral
nail を使用している．本研究で，後ろ向きに従来型の
intramedullary hip screw（IMHS）とその改良型である
Asian IMHSを用いて治療を行った臨床成績を比較，検討
した．
対象および方法：21 名のAsian IMHSによる治療した
患者と，その直前に従来型の IMHSで治療した 21 名を対
象とし，診療録より年齢，性別，術前待機期間，手術時間，
出血量，受傷前および退院時の歩行能力，および手術に関
連した合併症について調査した．
結果：両群間に年齢，性別，術前待機期間，術後入院期
間，手術時間および出血量，歩行能力に有意差はなかった．
Asian IMHS群で術中合併症として大腿骨々折を 3例に認
め，1例で implant の破損を認めた．
検討および結果：これらの 2種類のインプラントを比較
すると，Asian IMHSは全体に小さく，頸体角のバリエー
ションが豊富であり，またチタン合金製のため（従来型は
ステンレス製），MRI 検査に影響を与えないなどの特徴が
ある．術中合併症である大腿骨々折は，遠位横止スクリュー
の径が従来型の物より太いことが関連している．インプラ
ントの破損は，本来，より太く，長いインプラントを使用
すべきAO分類 31-A3 型の骨折に，患者の体格が小さい
ために細く，短いインプラントを使用したために生じたと
考えられる．
より注意深くインプラントの選択することで，Asian
IMHSは従来型 IMHSに比べ，体格の小さい日本人にとっ
てより有用な骨折内固定材となりうる．


